
(57)【要約】

【課題】　建物の屋外側から作業を行うことなく取付可

能な胴差部水切金物を提供する。また、建物の屋外側か

ら取付作業を行わない胴差部水切金物及び化粧胴差の施

工方法を提供する。

【解決手段】　上階外壁パネル８０が建て込まれていな

い状態で、屋内側から胴差部の上方に作業者が手を伸ば

し、胴差部水切金物１０と化粧部材４０を取り付ける。

胴差部水切金物１０の固定金物１１を外壁下地材９３に

係合させ、化粧胴差４０の裏面の溝部４２を胴差部水切

金物１０の固定金物１１に係合させる。そして、引込ボ

ルト２０の一端を化粧胴差４０に取り付けて胴差部水切

金物１０、胴差７０、に挿通し、先端にナット部材２１

を仮止めする。化粧胴差４０の上端部を屋外側に傾けて

胴差７０と離間した状態で上階外壁パネル８０を胴差７

０の上に建て込んだ後、屋内側から引込ボルト２０を引

き込んで化粧胴差４０を所定位置に固定する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 胴 差 の 上 下 に 配 設 さ れ る 上 階 外 壁 パ ネ ル と 下 階 外 壁 パ ネ ル と の 間 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記
上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 に 配 設 さ れ た 部 材 の 屋 内 側 の 面 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 一 の 水 切 片 と
、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 外 壁 面 材 を 屋 外 側 か ら 覆 う 第 二 の 水 切 片 と 、 前
記 第 一 の 水 切 片 と 前 記 第 二 の 水 切 片 と を 連 結 す る 水 切 金 物 本 体 部 と 、 を 備 え る と 共 に 、 前
記 胴 差 を 屋 外 側 か ら 覆 う 化 粧 胴 差 の 裏 面 側 に 配 設 さ れ る 胴 差 部 水 切 金 物 で あ っ て 、
　 前 記 水 切 金 物 本 体 部 に は 、 前 記 化 粧 胴 差 の 裏 面 に 形 成 さ れ 下 階 側 に 向 け て 開 口 す る 溝 部
に 係 合 し て 前 記 化 粧 胴 差 を 支 持 す る 化 粧 胴 差 支 持 片 と 、 該 化 粧 胴 差 支 持 片 よ り も 上 階 側 に
設 け ら れ 、 か つ 前 記 化 粧 胴 差 に 一 端 が 係 止 さ れ る 引 込 部 材 を 挿 通 す る 引 込 部 材 挿 通 穴 と 、
が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 、 胴 差 部 水 切 金 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 切 金 物 本 体 部 に は 、 屋 内 側 に 向 か っ て 延 出 さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ る 挟 持 部
材 が 設 け ら れ 、 該 挟 持 部 材 と 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と に よ っ て 、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端
に 配 設 さ れ た 部 材 が 挟 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 胴 差 の 上 下 に 配 設 さ れ る 上 階 外 壁 パ ネ ル と 下 階 外 壁 パ ネ ル と の 間 に 請 求 項 １ に 記 載 の 胴
差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 を 取 り 付 け る 施 工 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の フ レ ー ム 上 に 前 記 胴 差 が 固 定 さ れ 、 か つ 前 記 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建
て 込 ま れ て い な い 状 態 に お い て 、 前 記 胴 差 の 上 か ら 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 を 被 せ て 取 り 付 け
る 胴 差 部 水 切 金 物 取 付 工 程 と 、
　 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 の 屋 外 側 に 前 記 化 粧 胴 差 を 上 か ら 取 り 付 け る と 共 に 、 前 記 溝 部 を 前
記 掛 止 片 に 係 合 さ せ る 化 粧 胴 差 取 付 工 程 と 、
　 前 記 化 粧 胴 差 、 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 、 前 記 胴 差 、 の 各 々 に 設 け ら れ た 引 込 部 材 挿 通 穴 に
、 前 記 引 込 部 材 の 先 端 を 挿 通 し た 後 、 該 引 込 部 材 の 屋 内 側 の 先 端 に ス ト ッ パ 部 材 を 仮 止 め
す る 引 込 部 材 仮 止 め 工 程 と 、
　 前 記 化 粧 胴 差 支 持 片 を 軸 と し て 前 記 化 粧 胴 差 の 上 端 を 屋 外 側 に 回 動 さ せ て 前 記 胴 差 か ら
所 定 寸 法 離 間 さ せ た 後 、 前 記 化 粧 胴 差 の 裏 面 側 と 前 記 胴 差 と の 間 に 前 記 上 階 外 壁 パ ネ ル の
下 端 部 を 上 か ら 挿 入 す る 上 階 外 壁 パ ネ ル 取 付 工 程 と 、
　 前 記 化 粧 胴 差 支 持 片 を 軸 と し て 前 記 化 粧 胴 差 の 上 端 を 屋 内 側 に 回 動 さ せ て 前 記 上 階 外 壁
パ ネ ル の 下 端 部 の 屋 外 側 を 覆 う と 共 に 、 前 記 引 込 部 材 を 屋 内 側 か ら 所 定 位 置 ま で 引 き 込 ん
で 前 記 ス ト ッ パ 部 材 を 所 定 位 置 に 固 定 す る こ と に よ り 、 前 記 化 粧 胴 差 を 前 記 胴 差 に 固 定 す
る 引 込 部 材 固 定 工 程 と 、 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 切 金 物 本 体 部 に は 、 屋 内 側 に 向 か っ て 延 出 さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ 、 か つ 前
記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材 を 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と の 間 で 挟 持 す る 挟 持 部
材 が 設 け ら れ 、
　 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 取 付 工 程 に お い て 、 該 挟 持 部 材 と 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と に よ っ て 、
前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材 を 挟 持 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 物 の 胴 差 部 の 上 下 に 配 置 さ れ る 外 壁 パ ネ ル 間 の 防 水 構 造 に 適 用 さ れ る 胴 差
部 水 切 金 物 、 並 び に 該 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 戸 建 て 住 宅 な ど の 建 物 の 階 間 部 に お い て 、 従 来 よ り 、 上 下 の 外 壁 パ ネ ル 間 に 様 々 な 水 切
金 物 を 施 工 し て 止 水 す る 建 物 が 建 設 さ れ て い る 。 こ の よ う な 水 切 金 物 は 、 建 物 の 周 囲 に 設
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置 さ れ た 仮 設 足 場 を 利 用 し て 建 物 の 外 側 か ら 施 工 さ れ て い る 。 し か し 、 狭 小 敷 地 に 建 物 を
建 設 す る 場 合 に は 、 建 物 の 外 壁 と 敷 地 境 界 と の 間 に 作 業 ス ペ ー ス が 確 保 で き ず 、 外 部 か ら
の 部 材 の 取 付 作 業 が 行 え な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 そ こ で 、 狭 小 敷 地 で も 建 物 の 階 間 部
に 簡 単 に 取 り 付 け ら れ る 雨 仕 舞 構 造 及 び 施 工 方 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ６ ７ ０ ２ ０ ２ 号 公 報 （ 第 １ － ５ 頁 、 図 １ 、 図 ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 雨 仕 舞 構 造 及 び 施 工 方 法 は 、 ま ず 、 下 階 の 外 壁 パ ネ ル の 上 に 胴 差 及 び 床 パ
ネ ル を 取 り 付 け た 後 、 床 パ ネ ル の 上 か ら 、 床 パ ネ ル の 側 面 、 胴 差 、 下 階 外 壁 パ ネ ル の サ イ
デ ィ ン グ の 上 端 、 を 覆 う 水 切 板 を 取 り 付 け る 。 次 に 、 床 パ ネ ル の 上 か ら 、 上 階 の 外 壁 パ ネ
ル を 、 そ の 下 端 部 が 外 側 か ら 水 切 板 の 上 端 部 を 覆 う よ う に 設 置 す る 。
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の 雨 仕 舞 構 造 及 び 施 工 方 法 は 、 作 業 者 が 床 パ ネ ル の 上 か ら 下 向 き に
乗 り 出 し て 水 切 板 を 胴 差 に ビ ス 打 ち し て 固 定 す る も の で あ っ た 。 従 っ て 、 外 側 か ら ビ ス 打
ち 作 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 に 鑑 み 、 建 物 の 屋 外 側 か ら 作 業 を 行 う こ と な く 取 付 可 能 な
胴 差 部 水 切 金 物 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 建 物 の 屋 外 側 か ら 取 付 作
業 を 行 わ な い 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 に よ れ ば 、 胴 差 の 上 下 に 配 設 さ れ る 上 階
外 壁 パ ネ ル と 下 階 外 壁 パ ネ ル と の 間 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 に 配 設 さ
れ た 部 材 の 屋 内 側 の 面 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 一 の 水 切 片 と 、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に
配 設 さ れ た 外 壁 面 材 を 屋 外 側 か ら 覆 う 第 二 の 水 切 片 と 、 前 記 第 一 の 水 切 片 と 前 記 第 二 の 水
切 片 と を 連 結 す る 水 切 金 物 本 体 部 と 、 を 備 え る と 共 に 、 前 記 胴 差 を 屋 外 側 か ら 覆 う 化 粧 胴
差 の 裏 面 側 に 配 設 さ れ る 胴 差 部 水 切 金 物 で あ っ て 、 前 記 水 切 金 物 本 体 部 に は 、 前 記 化 粧 胴
差 の 裏 面 に 形 成 さ れ 下 階 側 に 向 け て 開 口 す る 溝 部 に 係 合 し て 前 記 化 粧 胴 差 を 支 持 す る 化 粧
胴 差 支 持 片 と 、 該 化 粧 胴 差 支 持 片 よ り も 上 階 側 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 化 粧 胴 差 に 一 端 が 係
止 さ れ る 引 込 部 材 を 挿 通 す る 引 込 部 材 挿 通 穴 と 、 が 設 け ら れ た こ と 、 に よ り 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 は 、 前 記 化 粧 胴 差 の 裏 面 に 形 成 さ れ 下 階
側 に 向 け て 開 口 す る 溝 部 に 係 合 し て 前 記 化 粧 胴 差 を 支 持 す る 化 粧 胴 差 支 持 片 を 備 え て い る
の で 、 ま だ 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 に お い て 、 建 物 の 屋 内 側 か ら 胴 差 部
の 上 方 に 向 か っ て 作 業 者 が 手 を 伸 ば す こ と に よ り 、 胴 差 の 屋 外 側 に 取 り 付 け ら れ た 胴 差 部
水 切 金 物 の 屋 外 側 の 側 面 に 化 粧 部 材 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 つ ま り 、 化 粧 胴 差 の 裏 面
に 形 成 さ れ た 溝 部 が 下 階 側 に 向 け て 開 口 し て い る の で 、 化 粧 部 材 を 胴 差 部 水 切 金 物 の 側 面
に 沿 っ て 上 か ら 下 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 該 溝 部 を 化 粧 胴 差 支 持 片 に 容 易 に 係 合 さ せ る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 化 粧 部 材 を 該 溝 部 を 軸 に し て 回 動 可 能 な 状 態 に 容 易 に 施 工 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 こ の 胴 差 部 水 切 金 物 は 、 化 粧 胴 差 に 頭 部 が 係 止 さ れ る 引 込 部 材 が 挿 通 可 能 な 引 込
部 材 挿 通 穴 を 備 え て い る の で 、 引 込 部 材 を 化 粧 胴 差 、 胴 差 部 水 切 金 物 、 胴 差 に 挿 通 す る こ
と が で き る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で 、 引 込 部 材 の 屋 内 側 の 先 端 に ス ト ッ パ 部 材 を 仮 止 め す る
こ と に よ り 、 貫 通 さ れ た 化 粧 胴 差 が 、 引 込 部 材 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 移 動 自 在 と さ れ る 。 従
っ て 、 化 粧 胴 差 の 溝 部 が 化 粧 胴 差 支 持 片 に 係 合 さ れ た 状 態 で 、 該 溝 部 を 軸 と し て 化 粧 胴 差
の 上 階 外 壁 パ ネ ル 側 の 端 部 を 屋 外 側 に 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ れ に 伴 っ て 、
化 粧 胴 差 の 上 階 外 壁 パ ネ ル 側 の 端 部 を 、 前 記 胴 差 の 上 端 部 か ら 所 定 寸 法 離 間 さ せ る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 つ ま り 、 こ の よ う な 構 成 で は 、 ま だ 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 、 す な わ
ち 化 粧 胴 差 が 最 終 的 に 固 定 さ れ て い な い 状 態 に お い て 、 化 粧 胴 差 を 、 そ の 裏 面 の 溝 部 を 軸
に 回 動 可 能 に 取 り 付 け 、 か つ 引 込 部 材 を 化 粧 胴 差 、 胴 差 部 水 切 金 物 、 胴 差 、 に 挿 通 し て 仮
止 め す る こ と に よ り 、 化 粧 胴 差 を 回 動 さ せ て そ の 上 端 部 と 胴 差 の 上 端 部 と を 所 定 寸 法 離 間
さ せ る こ と が で き る の で 、 そ の 間 隙 か ら 上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 部 の 部 材 を 挿 入 し て 上 階 外
壁 パ ネ ル を 胴 差 の 上 に 建 て 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 引 込 部 材 は 、 胴 差 の 裏 面 側 、 す な わ ち 屋 内 側 か ら ス ト ッ パ 部 材 の 位 置 を 変
更 す る こ と に よ り 、 引 込 寸 法 の 調 整 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 胴 差 部 水 切 金 物 の 上 に
上 階 外 壁 パ ネ ル を 建 て 込 ん だ 後 に 、 屋 内 側 か ら 引 込 部 材 を 引 き 込 ん で 仮 止 め し た ス ト ッ パ
部 材 を 締 め 込 む こ と に よ り 、 屋 外 側 に 傾 斜 し て い る 化 粧 胴 差 の 上 端 部 を 持 ち 上 げ て 化 粧 胴
差 が 垂 直 と な る よ う に 回 動 さ せ 、 化 粧 胴 差 上 端 を 建 て 込 ま れ た 上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 部 の
部 材 に 当 接 さ せ 、 そ の 状 態 で 固 定 す る こ と が で き る 。
　 以 上 の よ う に し て 、 屋 内 側 か ら 化 粧 胴 差 を 所 定 の 位 置 に 移 動 さ せ 、 胴 差 部 水 切 金 物 と 共
に 固 定 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 外 部 か ら 固 定 作 業 を 行 わ ず に 施 工 す る こ と が で き 、 こ
の 施 工 の た め に 建 物 外 部 側 に 作 業 ス ペ ー ス を 確 保 し た り 、 足 場 を 設 け る 必 要 が な い 。 従 っ
て 、 狭 小 敷 地 に 建 設 さ れ る 建 物 に も 容 易 に 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の と き 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 前 記 水 切 金 物 本 体 部 に は 、 屋 内 側 に 向 か っ て 延 出
さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ る 挟 持 部 材 が 設 け ら れ 、 該 挟 持 部 材 と 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と
に よ っ て 、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材 が 挟 持 さ れ る よ う に 構 成 す る と 好
適 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 ま だ 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 に お い
て 、 建 物 の 屋 内 側 か ら 胴 差 の 上 方 に 作 業 者 が 手 を 伸 ば す こ と に よ り 、 胴 差 の 屋 外 側 に 胴 差
部 水 切 金 物 を 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材 が 、 胴 差 部 水 切 金 物 の 水 切 金 物 本 体 部 に
設 け ら れ た 挟 持 部 材 と 水 切 金 物 本 体 部 と に よ っ て 挟 持 さ れ る の で 、 胴 差 部 水 切 金 物 が 、 下
階 外 壁 パ ネ ル と 該 下 階 外 壁 パ ネ ル に 固 定 さ れ た 胴 差 に 対 し て 位 置 ず れ し な い よ う に 保 持 さ
れ る 。 つ ま り 、 こ の 挟 持 部 材 は 、 前 記 水 切 金 物 本 体 部 か ら 下 階 側 に 向 か っ て 屈 曲 さ れ て い
る の で 、 胴 差 部 水 切 金 物 を 胴 差 の 側 面 に 沿 っ て 上 か ら 下 へ 被 せ る こ と に よ り 、 こ の 挟 持 部
材 と 水 切 金 物 本 体 部 と の 間 に 、 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ 、 上 方 に 延 出 さ れ た 部 材
が 、 容 易 に 挿 入 さ れ る 。 従 っ て 、 建 物 内 側 に い る 作 業 者 が 、 胴 差 部 水 切 金 物 を 、 胴 差 及 び
下 階 外 壁 パ ネ ル に 対 し て 位 置 ず れ し な い よ う に 取 り 付 け る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 は 、 胴 差 の 上 下 に 配
設 さ れ る 上 階 外 壁 パ ネ ル と 下 階 外 壁 パ ネ ル と の 間 に 請 求 項 １ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び
化 粧 胴 差 を 取 り 付 け る 施 工 方 法 で あ っ て 、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の フ レ ー ム 上 に 前 記 胴 差 が
固 定 さ れ 、 か つ 前 記 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 に お い て 、 前 記 胴 差 の 上 か
ら 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 を 被 せ て 取 り 付 け る 胴 差 部 水 切 金 物 取 付 工 程 と 、 前 記 胴 差 部 水 切 金
物 の 屋 外 側 に 前 記 化 粧 胴 差 を 上 か ら 取 り 付 け る と 共 に 、 前 記 溝 部 を 前 記 掛 止 片 に 係 合 さ せ
る 化 粧 胴 差 取 付 工 程 と 、 前 記 化 粧 胴 差 、 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 、 前 記 胴 差 、 の 各 々 に 設 け ら
れ た 引 込 部 材 挿 通 穴 に 、 前 記 引 込 部 材 の 先 端 を 挿 通 し た 後 、 該 引 込 部 材 の 屋 内 側 の 先 端 に
ス ト ッ パ 部 材 を 仮 止 め す る 引 込 部 材 仮 止 め 工 程 と 、 前 記 化 粧 胴 差 支 持 片 を 軸 と し て 前 記 化
粧 胴 差 の 上 端 を 屋 外 側 に 回 動 さ せ て 前 記 胴 差 か ら 所 定 寸 法 離 間 さ せ た 後 、 前 記 化 粧 胴 差 の
裏 面 側 と 前 記 胴 差 と の 間 に 前 記 上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 部 を 上 か ら 挿 入 す る 上 階 外 壁 パ ネ ル
取 付 工 程 と 、 前 記 化 粧 胴 差 支 持 片 を 軸 と し て 前 記 化 粧 胴 差 の 上 端 を 屋 内 側 に 回 動 さ せ て 前
記 上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 部 の 屋 外 側 を 覆 う と 共 に 、 前 記 引 込 部 材 を 屋 内 側 か ら 所 定 位 置 ま
で 引 き 込 ん で 前 記 ス ト ッ パ 部 材 を 所 定 位 置 に 固 定 す る こ と よ り 、 前 記 化 粧 胴 差 を 前 記 胴 差
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に 固 定 す る 引 込 部 材 固 定 工 程 と 、 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 は 、 請 求 項 １ に
つ い て 説 明 し た よ う に 、 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 で 胴 差 部 水 切 金 物 を 取
り 付 け 、 か つ 化 粧 胴 差 を 先 端 部 が 屋 外 側 に 傾 い た 状 態 で 仮 止 め し 、 上 階 外 壁 パ ネ ル を 建 て
込 ん だ 後 に 、 屋 内 側 か ら 化 粧 胴 差 の 先 端 部 を 屋 内 側 に 回 動 さ せ 、 上 階 外 壁 パ ネ ル の 下 端 を
屋 外 側 か ら 化 粧 胴 差 で 覆 い 、 こ の 状 態 で 、 胴 差 部 水 切 金 物 を 介 し て 化 粧 胴 差 を 胴 差 に 固 定
す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 外 部 か ら 固 定 作 業 を 行 わ ず に 施 工 す る こ と が で き 、 こ の 施 工
の た め に 建 物 外 部 側 に 作 業 ス ペ ー ス を 確 保 し た り 、 足 場 を 設 け る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 狭
小 敷 地 に 建 設 さ れ る 建 物 に も 容 易 に 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 こ の と き 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 水 切 金 物 本 体 部 に は 、 屋 内 側 に 向 か
っ て 延 出 さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ 、 か つ 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材
を 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と の 間 で 挟 持 す る 挟 持 部 材 が 設 け ら れ 、 前 記 胴 差 部 水 切 金 物 取 付 工
程 に お い て 、 該 挟 持 部 材 と 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と に よ っ て 、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に
配 設 さ れ た 部 材 を 挟 持 さ せ る よ う に 構 成 す る と 好 適 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 は 、 請 求 項 ２ に
つ い て 説 明 し た よ う に 、 下 階 外 壁 パ ネ ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材 を 、 胴 差 部 水 切 金 物 の 水
切 金 物 本 体 部 に 設 け ら れ た 挟 持 部 材 と 水 切 金 物 本 体 部 と に よ っ て 挟 持 さ せ る こ と が で き る
の で 、 建 物 内 側 に い る 作 業 者 が 、 胴 差 部 水 切 金 物 を 、 胴 差 及 び 下 階 外 壁 パ ネ ル に 対 し て 位
置 ず れ し な い よ う に 取 り 付 け る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 奏 す る 。
（ イ ） 本 発 明 の 胴 差 部 水 切 金 物 、 及 び 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 は 、 前 記 化
粧 胴 差 の 裏 面 に 形 成 さ れ 下 階 側 に 向 け て 開 口 す る 溝 部 に 係 合 し て 前 記 化 粧 胴 差 を 支 持 す る
化 粧 胴 差 支 持 片 を 備 え て い る の で 、 ま だ 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 に お い
て 、 建 物 の 屋 内 側 か ら 胴 差 部 の 上 方 に 作 業 者 が 手 を 伸 ば し 、 化 粧 部 材 を 胴 差 部 水 切 金 物 の
側 面 に 沿 っ て 上 か ら 下 へ 被 せ る こ と に よ り 、 該 溝 部 を 化 粧 胴 差 支 持 片 に 容 易 に 係 合 さ せ る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 化 粧 部 材 を 該 溝 部 を 軸 に し て 回 動 可 能 な 状 態 に 容 易 に 施 工 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ロ ） ま た 、 本 発 明 の 胴 差 部 水 切 金 物 、 及 び 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 は 、
化 粧 胴 差 に 頭 部 が 係 止 さ れ る 引 込 部 材 が 挿 通 可 能 な 引 込 部 材 挿 通 穴 を 備 え て い る の で 、 屋
内 側 か ら 化 粧 胴 差 を 所 定 の 位 置 に 移 動 さ せ 、 胴 差 部 水 切 金 物 と 共 に 固 定 す る こ と が で き る
。 従 っ て 、 外 部 か ら 固 定 作 業 を 行 わ ず に 施 工 す る こ と が で き 、 こ の 施 工 の た め に 建 物 外 部
側 に 作 業 ス ペ ー ス を 確 保 し た り 、 足 場 を 設 け る 必 要 が な い 。 従 っ て 、 狭 小 敷 地 に 建 設 さ れ
る 建 物 に も 容 易 に 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ハ ） ま た 、 本 発 明 の 胴 差 部 水 切 金 物 、 及 び 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 は 、
胴 差 部 水 切 金 物 の 水 切 金 物 本 体 部 に 、 屋 内 側 に 向 か っ て 延 出 さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ
る 挟 持 部 材 が 設 け ら れ 、 該 挟 持 部 材 と 前 記 水 切 金 物 本 体 部 と に よ っ て 、 前 記 下 階 外 壁 パ ネ
ル の 上 端 に 配 設 さ れ た 部 材 が 挟 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 建 物 内 側 に い る 作 業
者 が 、 胴 差 部 水 切 金 物 を 、 胴 差 及 び 下 階 外 壁 パ ネ ル に 対 し て 位 置 ず れ し な い よ う に 取 り 付
け る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま た 、 以 下 に 説 明 す る 配 置 、
形 状 等 は 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 に 沿 っ て 各 種 改 変 す る こ と が で
き る こ と は 勿 論 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ 乃 至 図 ６ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 図 １ は 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 が 施 工
さ れ た 建 物 の 胴 差 部 の 断 面 図 、 図 ２ は 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 の 斜 視 図 、 図 ３ は 実 施 例 の
胴 差 部 水 切 金 物 の 断 面 図 、 図 ４ は 実 施 例 の 化 粧 胴 差 の 断 面 図 、 図 ５ は 実 施 例 の 胴 差 部 水 切
金 物 と 化 粧 胴 差 と の 係 合 状 態 を 示 す 分 解 斜 視 図 、 図 ６ は 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧
胴 差 の 施 工 手 順 を 示 す 説 明 図 、 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 胴 差 ７ ０ の 上 下 に 各 々 配 設 さ
れ る 上 階 側 の 外 壁 パ ネ ル ８ ０ と 下 階 側 の 外 壁 パ ネ ル ９ ０ と の 間 に 形 成 さ れ た 開 放 部 に 取 り
付 け ら れ て お り 、 胴 差 ７ ０ の 屋 外 側 、 か つ 化 粧 胴 差 ４ ０ の 裏 面 側 に 配 設 さ れ て い る 。
　 上 階 側 の 外 壁 パ ネ ル ８ ０ 及 び 下 階 側 の 外 壁 パ ネ ル ９ ０ は 、 各 々 パ ネ ル フ レ ー ム ８ １ ， ９
１ の 屋 外 面 に 外 壁 下 地 材 ８ ３ ， ９ ３ を 介 し て 外 壁 面 材 ８ ２ ， ９ ２ を 張 り 付 け た も の で あ る
。 パ ネ ル フ レ ー ム ８ １ ， ９ １ は リ ッ プ 溝 形 鋼 等 の 鋼 製 部 材 か ら な り 、 各 々 の ウ ェ ブ 面 と 胴
差 ７ ０ の 上 下 の フ ラ ン ジ 面 と が 当 接 す る 方 向 に 配 設 さ れ 、 こ の 上 下 の フ ラ ン ジ 部 に 各 々 ボ
ル ト 等 を 用 い て 接 合 さ れ て い る 。 外 壁 下 地 材 ８ ３ ， ９ ３ と し て は 、 例 え ば 耐 水 合 板 等 が 用
い ら れ 、 外 壁 面 材 ８ ２ ， ９ ２ と し て は 例 え ば セ メ ン ト 板 や ス レ ー ト 板 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 胴 差 ７ ０ は 断 面 溝 型 形 状 の 鋼 材 で あ り 、 屋 外 側 に ウ ェ ブ 面 を 向 け て 配 設 さ れ て い る 。 本
実 施 形 態 の 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ は 、 狭 小 敷 地 で 建 物 周 囲 に 作 業 ス ペ ー ス が 確 保 で き な い 場
合 で あ っ て も 容 易 に 施 工 可 能 と す る た め 、 外 壁 パ ネ ル ８ ０ ， ９ ０ と 胴 差 ７ ０ と の 締 結 作 業
を 建 物 内 部 側 か ら 行 う こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の よ う な 断 面 形
状 の 胴 差 ７ ０ を 、 屋 外 側 に ウ ェ ブ 面 を 向 け て 配 設 す る と 、 フ ラ ン ジ 部 の ど の 位 置 に 接 合 ボ
ル ト を 設 け て も 、 必 ず 建 物 内 部 側 か ら 接 合 ボ ル ト に 手 が 届 く た め 、 常 に 建 物 内 部 側 か ら ボ
ル ト の 締 め 込 み を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ は 、 例 え ば メ ッ キ 鋼 板 等 の 鋼 材 か ら な る も の で あ る が 、 外 部 に 露 出
さ れ る 部 分 に は 、 ア ル ミ 材 等 の 防 錆 性 の あ る 素 材 を 使 用 す る と 好 適 で あ る 。 下 階 外 壁 パ ネ
ル ９ ０ の 外 壁 下 地 材 ９ ３ に 係 合 す る 固 定 金 物 １ １ と 、 化 粧 胴 差 ４ ０ を 掛 止 し て 支 持 す る 化
粧 胴 水 切 設 置 金 物 １ ２ と 、 上 階 側 の 外 壁 下 地 材 ８ ３ の 裏 面 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 上 部 水 切 片
１ ３ と 、 下 階 側 の 外 壁 面 材 ９ ２ の 上 端 を 覆 う 下 部 水 切 片 １ ４ と 、 こ れ ら の 上 部 水 切 片 １ ３
及 び 下 部 水 切 片 １ ４ を 上 下 に 連 結 す る 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ と 、 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま
た 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ に は 引 込 ボ ル ト ２ ０ が 挿 通 す る 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ が 設 け ら れ 、 上
部 水 切 片 １ ３ に は 胴 差 ７ ０ と 上 階 外 壁 パ ネ ル フ レ ー ム ８ １ と を 接 合 す る 接 合 ボ ル ト が 挿 通
す る パ ネ ル ボ ル ト 穴 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 固 定 金 物 １ １ は 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 下 端 部 に 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ れ て お り 、 屋 内
側 に 向 か っ て 所 定 寸 法 延 出 さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ て い る 。 図 １ に 図 示 さ れ る よ う に
、 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ が 取 り 付 け ら れ た と き 、 固 定 金 物 １ １ の 先 端 部 は 、 下 階 外 壁 パ ネ ル
９ ０ の 外 壁 下 地 材 ９ ３ と 胴 差 ７ ０ と の 隙 間 に 上 か ら 挿 入 さ れ て い る 。 ま た 、 固 定 金 物 １ １
と 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 下 端 部 と に よ っ て 外 壁 下 地 材 ９ ３ が 挟 持 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 下 端 部 が 外 壁 下 地 材 ９ ３ の 上 端 に 装 着 さ れ た 状 態 と な り 、 胴 差 部
水 切 金 物 １ ０ を 上 方 に ス ラ イ ド さ せ な い 限 り 、 外 壁 下 地 材 ９ ３ か ら 外 れ る こ と が な い 。
　 な お 、 こ の 固 定 金 物 １ １ が 、 本 発 明 の 挟 持 部 材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 化 粧 胴 差 設 置 金 物 １ ２ は 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 下 端 部 寄 り に 設 け ら れ 、 屋 外 側 に 向 か
っ て 所 定 寸 法 延 出 さ れ た 後 に 下 階 側 に 屈 曲 さ れ 、 先 端 が 上 向 き の か ぎ 状 に 折 り 曲 げ ら れ て
形 成 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 先 端 の か ぎ 状 部 は 、 後 述 す る 化 粧 胴 差 ４ ０ の 裏
面 に 形 成 さ れ た 下 向 き に 開 口 す る 溝 部 ４ ２ と 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 化 粧 胴 差 ４ ０ が 回 動
可 能 に 支 持 さ れ る 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 化 粧 胴 差 設 置 金 物 １ ２ は 、 溝 部 ４ ２ に 沿 っ
て 所 定 幅 の 部 材 が 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て い る が 、 連 続 し た 一 体 の 部 材 で あ っ て も よ い し 、
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そ の 位 置 、 寸 法 等 は 化 粧 胴 差 ４ ０ を 支 持 す る の に 足 る 強 度 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。
　 な お 、 こ の 化 粧 胴 差 設 置 金 物 １ ２ が 、 本 発 明 の 化 粧 胴 差 支 持 片 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 下 端 に は 、 屋 外 側 （ 図 １ の Ｘ 方 向 ） に 延 出 さ れ た 後 、 下 階
方 向 へ 屈 曲 さ れ 、 そ の 先 端 が か ぎ 型 に 折 り 曲 げ ら れ た 下 部 水 切 片 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 下 部 水 切 片 １ ４ は 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ と の 接 続 部 が 下 階 側 の 外 壁 パ ネ ル ９ ０ の 上 端
に 位 置 さ れ る 外 壁 面 材 ９ ２ の 上 端 に 当 接 さ れ 、 先 端 部 が 外 壁 面 材 ９ ２ の 上 端 を 屋 外 側 か ら
覆 う よ う に 配 設 さ れ て い る 。
　 ま た 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 上 端 に は 、 上 階 側 の 外 壁 パ ネ ル ８ ０ の 下 端 に 配 設 さ れ た 外
壁 下 地 材 ８ ３ の 下 端 面 に 沿 っ て 屋 内 側 （ 図 １ の Ｙ 方 向 ） に 延 出 さ れ た 後 、 上 階 方 向 へ 屈 曲
さ れ 、 当 該 外 壁 下 地 材 ８ ３ の 裏 面 に 沿 っ て 上 方 に 立 ち 上 が る 上 部 水 切 片 １ ３ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 上 部 水 切 片 １ ３ は 、 胴 差 ７ ０ の 角 部 で 屋 内 側 に 向 か っ て 屈 曲 さ れ 、 胴 差 ７ ０ の
上 フ ラ ン ジ 面 に 沿 っ て 屋 内 側 に 延 出 さ れ て い る 。 そ し て 、 胴 差 ７ ０ の 上 フ ラ ン ジ 及 び パ ネ
ル フ レ ー ム ８ １ と の 間 に 挟 ま れ て ボ ル ト ８ ４ が 挿 通 さ れ 、 固 定 さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の 上 部 水 切 片 １ ３ が 、 本 発 明 の 第 一 の 水 切 片 に 相 当 し 、 下 部 水 切 片 １ ４ が 、 本
発 明 の 第 二 の 水 切 片 に 相 当 し 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ が 、 本 発 明 の 水 切 金 物 本 体 部 に 相 当 す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 屋 内 側 の 面 に は 、 例 え ば 硬 質 ポ リ ス チ レ ン フ
ォ ー ム 等 の 階 間 断 熱 材 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 胴 差 ７ ０ の 上 フ ラ ン ジ 面 上 に 配
設 さ れ る 上 部 水 切 片 １ ３ の 先 端 部 に は 、 予 め 所 定 の 位 置 に 複 数 の パ ネ ル ボ ル ト 穴 １ ６ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の パ ネ ル ボ ル ト 穴 １ ６ は 、 胴 差 ７ ０ と パ ネ ル フ レ ー ム ８ １ と を 締 結 す る
ボ ル ト が 挿 通 さ れ ず 、 使 用 さ れ な い 場 合 に は 、 Ｅ Ｐ Ｔ 、 ブ チ ル ゴ ム 等 の 止 水 材 ５ ０ で 塞 が
れ る 。 ま た 、 ボ ル ト が 挿 通 さ れ る パ ネ ル ボ ル ト 穴 １ ６ の 周 囲 に も 止 水 材 ５ ０ が 貼 着 さ れ 、
パ ネ ル ボ ル ト 穴 １ ６ と ボ ル ト と の 隙 間 か ら 雨 水 等 を 浸 入 さ せ な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ に は 、 上 述 の 化 粧 胴 差 設 置 金 物 １ ２ よ り も 上 階 側 に 、 複 数 の
引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ は 、 化 粧 胴 差 ４ ０ 、 胴 差 ７ ０
に 設 け ら れ た 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ と 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 後 述 す る 引 込 ボ ル ト ２
０ が 挿 通 す る も の で あ る 。 図 １ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ の 周 囲 に は 、 化 粧
胴 差 ４ ０ 側 に 止 水 材 ５ ０ が 貼 着 さ れ て い る 。 こ の 止 水 材 ５ ０ は 、 化 粧 胴 差 ４ ０ が 外 部 に 装
着 さ れ 、 引 き 込 み ボ ル ト ２ ０ を 引 き 込 ん で 固 定 さ れ た と き に 、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 裏 面 に 圧 着
さ れ る 程 度 の 厚 み を 有 す る も の と さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ と 引 込 ボ ル
ト と の 隙 間 か ら の 雨 水 等 の 浸 入 が よ り 確 実 に 防 止 さ れ る 。
　 な お 、 こ の 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ が 、 本 発 明 の 引 込 部 材 挿 通 穴 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 化 粧 胴 差 ４ ０ は 、 外 壁 面 材 ８ ２ ， ９ ２ と 共 に 建 物 の 外 装 材 と し て 取 り 付 け ら れ る 部 材 で
あ っ て 、 例 え ば セ メ ン ト 板 や ス レ ー ト 板 等 が 用 い ら れ る 。 本 実 施 形 態 の 化 粧 胴 差 ４ ０ の 裏
面 に は 、 複 数 の 突 条 部 が 略 水 平 に 形 成 さ れ て い る が 、 そ の 突 条 部 の う ち 一 本 の 先 端 部 に 、
下 階 側 に 突 出 す る 突 条 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 こ の 下 階 側 に 突 出 す る 突 条 部 と
、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 裏 面 と の 間 に は 、 下 階 側 に 向 け て 開 口 す る 溝 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 溝 部 ４ ２ に は 、 上 述 し た よ う に 化 粧 胴 差 設 置 金 物 １ ２ の 先 端 が 係 合 さ れ 、 化 粧 胴 差 ４
０ を 回 動 可 能 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 化 粧 胴 差 ４ ０ に は 、 上 述 し た 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ と 重 な り 合
う 位 置 に 、 引 込 ボ ル ト 穴 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 引 込 ボ ル ト 穴 ４ １ の 周 囲 に は 、 屋 外
側 の 面 に 座 堀 り が 施 さ れ て い る 。 引 込 ボ ル ト ２ ０ は 、 化 粧 胴 差 ４ ０ 、 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０
、 胴 差 ７ ０ を 挿 通 す る よ う に 設 置 さ れ 、 そ の 頭 部 が 、 座 堀 り の 内 部 に 収 納 さ れ る 。 本 実 施
形 態 で は 、 引 込 ボ ル ト ２ ０ は 、 屋 内 側 か ら 化 粧 胴 差 ４ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う な 実
施 形 態 と し て は 、 座 堀 り の 内 部 に 予 め ナ ッ ト 部 を 接 合 し て お き 、 引 込 ボ ル ト ２ ０ と し て 両
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切 り ボ ル ト を 使 用 す れ ば 、 屋 内 側 か ら 引 き 込 み ボ ル ト を 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 座 堀 り の 内 部 に 引 込 ボ ル ト ２ ０ の 頭 部 が 収 納 さ れ る の で 、 引 込 ボ ル ト ２ ０
の 頭 部 は 、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 外 壁 面 に 突 出 さ れ ず 、 胴 差 部 の 外 観 を 損 な う こ と が な い 。 ま た
、 引 込 ボ ル ト ２ ０ の 取 り 付 け 後 に 、 座 堀 り 部 分 を 屋 外 側 か ら 化 粧 胴 差 ４ ０ と 同 一 の 色 調 の
充 填 材 で 埋 め て し ま え ば 、 外 部 か ら 引 込 ボ ル ト ２ ０ の 存 在 が 認 識 さ れ ず 、 外 観 が 良 好 に 保
た れ る 。 ま た 、 充 填 材 で 埋 め る こ と に よ り 、 引 込 ボ ル ト ２ ０ と 引 込 ボ ル ト 穴 ４ １ と の 隙 間
か ら の 雨 水 の 浸 入 が 防 止 さ れ る の で 、 胴 差 部 の 防 水 性 能 が 向 上 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 ）
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 施 工 前 の 準 備 と し て 、 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ へ の 階 間 断 熱 材 ３ ０ の 取 り 付 け 作 業 、 及 び 胴
差 部 水 切 金 物 １ ０ の 下 部 水 切 片 １ ４ に 当 接 す る 下 階 外 壁 面 材 ９ ２ の 上 端 面 へ の 止 水 材 ５ ０
の 貼 り 付 け 作 業 が 行 わ れ る 。 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ へ の 階 間 断 熱 材 ３ ０ の 固 定 に は 両 面 テ ー
プ が 使 用 さ れ て お り 、 固 定 後 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 引 込 ボ ル ト ２ ０ が 貫 通 す る 引 込 ボ
ル ト 穴 １ ５ の 位 置 に 電 動 ド リ ル で 穴 あ け が 行 わ れ 、 階 間 断 熱 材 ３ ０ に 引 込 ボ ル ト 穴 ３ ４ が
形 成 さ れ る 。 こ の 引 込 ボ ル ト 穴 １ ５ 及 び ３ ４ の 穴 径 は ２ ０ ｍ ｍ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ １ ） 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ の 胴 差 ７ ０ へ の 取 り 付 け 工 程
　 下 階 外 壁 パ ネ ル ９ ０ が 建 て 込 ま れ 、 下 階 外 壁 パ ネ ル ９ ０ の パ ネ ル フ レ ー ム ９ １ の 上 面 に
胴 差 ７ ０ が ボ ル ト で 接 合 さ れ 、 ま だ 上 階 外 壁 パ ネ ル が 建 て 込 ま れ て い な い 状 態 に お い て 、
胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ の 胴 差 ７ ０ へ の 取 り 付 け が 行 わ れ る 。
　 ま ず 、 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ を 胴 差 ７ ０ の 上 か ら 被 せ て 、 上 部 水 切 片 １ ３ を 胴 差 ７ ０ の 上
フ ラ ン ジ 面 に 載 置 す る と 共 に 、 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ を 胴 差 ７ ０ の 屋 外 側 に 配 置 す る 。 そ し
て 、 固 定 金 物 １ １ を 下 階 外 壁 パ ネ ル ９ ０ の 外 壁 下 地 材 ９ ３ と 胴 差 ７ ０ と の 隙 間 に 上 階 側 か
ら 差 し 込 み 、 固 定 金 物 １ １ と 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ と で 外 壁 下 地 材 ９ ３ を 挟 持 さ せ る 。 こ の
と き 、 上 部 水 切 片 １ ３ の ボ ル ト 穴 １ ６ の 位 置 が 割 付 図 に 従 い 胴 差 ７ ０ の ボ ル ト 穴 位 置 と 一
致 す る よ う に 設 置 す る 。 そ し て 、 下 部 水 切 片 １ ４ の 水 平 部 材 を 下 階 外 壁 パ ネ ル ９ ０ の 面 材
９ ２ の 上 端 に 貼 付 さ れ た 止 水 材 ５ ０ に 当 接 し 、 圧 縮 す る 。
　 な お 、 こ の 取 り 付 け 工 程 が 、 本 発 明 の 胴 差 部 水 切 金 物 取 付 工 程 に 相 当 す る 。
　 ま た 、 隣 合 う 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ 同 士 の ジ ョ イ ン ト 部 に は 、 シ ー リ ン グ 処 理 を 施 し た 後
、 防 水 テ ー プ 等 の 止 水 材 を 貼 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ２ ） 化 粧 胴 差 ４ ０ の 取 り 付 け 工 程
　 化 粧 胴 差 ４ ０ を 水 切 金 物 本 体 部 １ ７ の 屋 外 側 に 配 置 し 、 裏 面 の 溝 部 ４ ２ に 胴 差 部 水 切 金
物 １ ０ の 化 粧 胴 水 切 設 置 金 物 １ ２ を 引 っ 掛 け て 係 合 さ せ る 。 そ し て 、 引 込 ボ ル ト ２ ０ の 一
方 の 先 端 を 胴 差 ７ ０ の 屋 内 側 か ら 胴 差 ７ ０ 、 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ 、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 順 に 挿
通 し 、 先 端 を 化 粧 胴 差 ４ ０ の 座 堀 り 内 部 に 固 定 さ れ た ナ ッ ト 等 に 取 り 付 け る 。 そ し て 、 胴
差 ７ ０ よ り 屋 内 側 に 位 置 さ れ る 引 込 ボ ル ト ２ ０ の 先 端 に は 、 抜 け 止 め 用 の ナ ッ ト 部 材 ２ １
取 り 付 け る 。 こ の ナ ッ ト 部 材 ２ １ が 、 本 発 明 の ス ト ッ パ 部 材 に 相 当 す る 。
　 な お 、 こ の 取 り 付 け 工 程 の う ち 、 化 粧 胴 水 切 設 置 金 物 １ ２ を 溝 部 ４ ２ に 引 っ 掛 け る 工 程
が 本 発 明 の 化 粧 胴 差 取 付 工 程 に 相 当 し 、 引 込 ボ ル ト ２ ０ を 挿 通 し て 先 端 に ナ ッ ト 部 材 ２ １
を 取 り 付 け る 工 程 が 、 本 発 明 の 引 込 部 材 仮 止 め 工 程 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ３ ） 上 階 外 壁 パ ネ ル ８ ０ の 建 て 込 み 工 程
　 次 に 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 溝 部 ４ ２ を 軸 と し て 化 粧 胴 差 ４ ０ の 上 端 を 屋 外 側 に 回
動 さ せ 、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 上 端 を 屋 外 側 に 傾 い た 状 態 に し て お く 。 こ れ に よ り 、 化 粧 胴 差 ４
０ の 上 端 部 の 裏 面 と 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ の 上 部 水 切 片 １ ３ と の 間 が 離 間 さ れ 、 化 粧 胴 差 ４
０ の 上 端 が 開 い た 状 態 と さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 上 階 外 壁 パ ネ ル ８ ０ を 胴 差 ７ ０ の 上 フ ラ ン
ジ 上 に 降 ろ す （ 図 ６ （ ａ ） の 矢 印 Ａ の 方 向 ） と 、 外 壁 下 地 材 ８ ３ が 上 部 水 切 片 １ ３ の 屋 外
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側 面 に 当 接 さ れ る と 共 に 、 パ ネ ル フ レ ー ム ８ １ が 胴 差 ７ ０ 及 び 上 部 水 切 片 １ ３ の 上 に 載 置
さ れ る （ 図 ６ （ ｂ ） の 状 態 ） 。
　 な お 、 こ の 建 て 込 み 工 程 が 、 本 発 明 の 上 階 外 壁 パ ネ ル 取 付 工 程 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ４ ） 化 粧 胴 差 ４ ０ 及 び 引 き 込 み ボ ル ト ２ ０ の 引 き 込 み 、 固 定 工 程
　 引 込 ボ ル ト ２ ０ を 屋 内 側 へ （ 図 ６ （ ｂ ） の Ｂ 方 向 ） 引 き 込 み 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に
化 粧 胴 差 ４ ０ の 上 端 を 閉 じ て 化 粧 胴 差 ４ ０ を 所 定 位 置 に 移 動 さ せ 、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 上 端 裏
面 側 に 外 壁 下 地 材 ８ ３ が 位 置 さ れ る よ う に す る 。 な お 、 図 １ に 示 す よ う に 、 外 壁 下 地 材 ８
３ の 屋 外 側 の 面 に は 止 水 材 ５ ０ が 貼 付 さ れ て お り 、 化 粧 胴 差 ４ ０ の 上 端 を 閉 じ る と 、 そ の
裏 側 面 が こ の 止 水 材 ５ ０ に 圧 接 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 ナ ッ ト 部 材 ２ １ を 締 め こ ん で 化 粧 胴
差 ４ ０ が 屋 外 側 へ 傾 か な い よ う に 固 定 す る 。 こ の 際 、 ナ ッ ト 部 材 ２ １ を 締 め こ み す ぎ て 化
粧 胴 差 ４ ０ を 屋 内 側 へ 引 き 込 み 過 ぎ な い よ う に 注 意 す る 。
　 な お 、 こ の 引 き 込 み 及 び 固 定 工 程 が 、 本 発 明 の 引 込 部 材 固 定 工 程 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 上 下 の 外 壁 パ ネ ル ８ ０ ,９ ０ 間 の 開 放 部 が 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ で 覆
わ れ 、 さ ら に 化 粧 胴 差 ４ ０ で 覆 わ れ る た め 、 雨 水 等 が 屋 内 側 に 浸 入 し な い 。 ま た 、 屋 内 側
か ら 胴 差 部 水 切 金 物 １ ０ 及 び 化 粧 胴 差 ４ ０ を 施 工 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 狭 小 敷 地 で
も 施 工 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 が 施 工 さ れ た 建 物 の 胴 差 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の 化 粧 胴 差 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 と 化 粧 胴 差 と の 係 合 状 態 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 の 胴 差 部 水 切 金 物 及 び 化 粧 胴 差 の 施 工 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ０ 　 胴 差 部 水 切 金 物 、 １ １ 　 固 定 金 物 、 １ ２ 　 化 粧 胴 差 設 置 金 物 、 １ ３ 　 上 部 水 切 片 、
１ ４ 　 下 部 水 切 片 、 １ ５ 　 引 込 ボ ル ト 穴 、 １ ６ 　 パ ネ ル ボ ル ト 穴 、 １ ７ 　 水 切 金 物 本 体 部
、 ２ ０ 　 引 込 ボ ル ト 、 ２ １ 　 ナ ッ ト 部 材 、 ３ ０ 　 階 間 断 熱 材 、 ３ ４ 　 引 込 ボ ル ト 穴 、 ４ ０
　 化 粧 胴 差 、 ４ １ 　 引 込 ボ ル ト 穴 、 ４ ２ 　 溝 部 、 ５ ０ 　 止 水 材 、 ７ ０ 　 胴 差 、 ８ ０ ， ９ ０
　 外 壁 パ ネ ル 、 ８ １ ， ９ １ 　 パ ネ ル フ レ ー ム 、 ８ ２ ， ９ ２ 　 外 壁 面 材 、 ８ ３ ， ９ ３ 　 外 壁
下 地 材 、 ８ ４ 　 ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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